
附属幼稚園における ICT を活用した遊びの実際

髙𣘺　佑衣・鎌田　陽介・伊藤　右子・佐藤　みちる

附属幼稚園・附属幼稚園・ 附属幼稚園・ 附属幼稚園

　対象：幼稚園，保育園，保育所　

　キーワード：保育，遊び，検索，参照，プログラミング

　活用したツール：iPad，Bluetooth スピーカー，プリンター，スコープ，大型モニター

1．はじめに
　宮城教育大学附属幼稚園は教師の ICT活用だけで

なく，幼児が遊びを展開するための ICT活用を日常

的に行ってきた．幼児が ICT機器を遊びのツールと

して活用できるように，各担任が幼児の遊びの展開に

合わせて環境に取り入れており，幼児が遊びのニー

ズに合わせて ICT を活用する姿が見られた．そこで，

本稿では幼児教育において ICT を活用した今年度の

実践例を報告することとした．

２．３歳児【ステージ遊び】
　３歳児では，ステージ遊びにおける活用が盛んで

あった．３歳児はまだ文字の読み書きができる幼児が

少なく，タブレット端末で自ら文字入力をして検索を

実践報告

したり，検索結果を読み取ることは難しい．ステージ

遊びで使用する楽曲を幼児が選び，再生する際にも，

曲名が読めないために困難が生じる場面があった．そ

こで，iPad を用いて楽曲を動画サイトで画面収録し，

写真アルバムに保存することで，３歳児はサムネイル

で楽曲を識別することが出来るようになり，選曲や再

生が容易になった．自分の好きな楽曲をいつでも楽し

むことが出来るようになり，ステージ遊びがより一層

盛り上がるきっかけとなった．３歳児であっても，絵

や写真などの視覚的に分かりやすい情報を取り扱うこ

とで，ICT機器の活用が可能であることが分かった．

３．４歳児【虫捕り遊び】
　４歳児では，虫捕り遊びの際に，幼児が積極的に
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iPad を活用する様子が見られた．４歳児の場合，教

師が iPad の操作方法を示範し，使い方のルールを確

かめた上で，特定の遊びの環境に端末を配置した．ホー

ムボタンを押す，画面をタップして撮影する，画面を

ズームするなど，基本の操作方法を押さえた上で幼児

に預けることで，幼児だけで iPad を用いて遊びをす

ることができた．

　４歳児の虫捕り遊びでは，園庭に棲む虫を採集し，

飼育や観察を継続してきた．飼育の過程で死んでし

まった虫を標本にすることで，形として残しておくこ

とができる事を経験したものの，標本は命を奪うこと

に幼児たちは気付いた．そこで，採集した虫を iPad

で撮影し，写真から分かる特徴を手掛かりに図鑑で虫

について調べ，記録する方法を考え出した．撮影した

虫の写真は印刷し，虫捕り遊びの環境に用意された記

録用紙に貼り付け，虫の名前や採集した日付などを記

録していった．自ら採集し，愛着をもって飼育した虫

の記録が蓄積されていくことで，幼児たちの虫に対す

る興味・関心や愛着がさらに高まった．

４．５歳児【ジュース屋さんごっこ】
　５歳児では，３歳児，４歳児と比較してより幅広い

用途で ICT機器を遊びの中で活用した．５歳児の遊

びの環境では，自分の遊びのニーズに合わせて自由に

タブレット端末を使用できるようにし，新学期に使用

方法やルールを確認し，使用のタイミングは幼児に任

せた．基本的な操作方法を多くの幼児が理解しており，

使い方が分からない友達と教え合う姿が見られた．

　ジュース屋さんごっこでは，「注文の際にタッチ

パネルが欲しい」という幼児の願いを叶えるために，

Smalruby で作成したプログラムでタッチパネルを再

現した．プログラムは教員が組み立て，幼児にはタッ

チパネルの再現に必要な写真の撮影を任せた．出来上

がったタッチパネルを遊びで実際に使用してみると，

本物のような機能に驚いている幼児がいる一方で，ど

のように動いているのか気になっている幼児も見られ

た．そこで，エディター画面を見せると「わかった，

これプログラミングでしょ」と言い，納得している姿

が窺えた．小学生以上の兄弟がいる幼児は，兄弟児が

プログラミングを経験していることを知っており，エ

ディター画面も見たことがあるようだった．

　５歳児は文字の読み書きができる幼児が増え，ひら

がなやカタカナであれば，ほとんどの幼児は書いてあ

ることを読み取ることができる．このことから，直感
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的に操作できる UI や，易しい言葉で表現されたプロ

グラミング言語であれば，５歳児の段階でもプログラ

ミングに挑戦できると考えられた．附属幼稚園におけ

る５歳児の遊びは本物志向の遊びである．ICT機器や

プログラミングの力を生かし，幼児の遊びを本物に近

付けていく可能性を今後も模索していきたい．

５．保育を支える ICT機器
　先述の実践例では，主に iPad を活用した遊びの実

際を紹介してきたが，本園ではこの他にも保育で様々

な ICT機器の活用を試みている．ここでは，主に５

歳児の実践例を紹介する．

　ステージ遊びでは，楽曲を選曲，再生する際に

iPad と Bluetooth スピーカーを接続していた．５歳

児では，幼児が iPad に無料音楽サブスクリプション

サービスのアプリから好きな楽曲を検索して再生でき

るようにしており，教師が直接援助をしなくても，幼

児だけで遊ぶことができるようになった．

　生き物遊びでは，採集した生き物を観察する際に，

iPad に広角レンズを取り付けて活用していた．この

ようにすることで，カメラのズーム機能では観察しに

くい部分も良く見えるようになった．また，iPad で

撮影した写真を小型プリンターで幼児が印刷できるよ

うに環境構成を行った．プリンターが無い頃は，撮影

した写真を教師が預かって印刷していたが，保育室内

にプリンターがあることで，より早く幼児の思いに応

えられるようになった．

　他にも，本園は電子黒板を２台，４３型モニターを

２台所有している．遊びの振り返りの時間に写真を全

体で共有するなど，iPad の画面を全体で共有するた

めに幅広く活用した．

　iPad単体での活用も，検索，撮影，参照などを行

う上で，幼児の遊びに効果的に用いられるが，他の

ICT機器と組み合わせることでさらに幅広く活用する

ことができると考える．
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６．おわりに
　附属幼稚園で幼児用の iPad が導入されてから約４

年が経ち，遊びの中で幼児が ICT機器を使用してい

る様子が自然に見られるようになってきた．幼児の間

でも，iPad は遊びのツールであることの共通認識が

定着しつつある．教師は，ICT機器が幼児の遊びにど

のような形で生かされるかを今後も十分に検討して環

境構成を計画していくことで，遊びを通して生まれる

幼児の思いに応えることができると考える．主体的な

遊びを推進する一手段として，今後も活用方法を検討

していきたい．
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遊びの発表会でも，観客に対して幼児
の遊びの様子を伝えることが出来た．

撮影した写真をすぐに
印刷することで，観察
をスムーズに行えた．

iPad と Bluetooth スピーカーが
あれば，CD が無くても楽曲の再
生が可能になった．
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